
産業プロセス・トモグラフィー

プロセス・トモグラフィーはリアルタイムで内部の動きがわかります。

ITSは産業プロセス・トモグラフィーのトップメーカーです。

See inside your process

プロセス・トモグラフィーは、容器や配管の周囲に
電極を設置し、演算処理することで、内部の2次元
断面図や3次元画像でのリアルタイムのモニター
が可能です。

X線CTやMRIは、非常に高価で、設置場所も限ら
れます。

プロセス・トモグラフィーは、より安価で、既存の設
備に取り付けることができるので、産業プロセス管
理に適した計測法です。

電気式CTにより、容器や配管内部のプロセスをリアルタイムモニタリング

プロセス・トモグラフィーは、X線CTと同様の断層撮影法を用いて、時々刻々変化する生産プロセスの状態
を計測する手法です。対象物（プロセス、容器等）の周辺測定により内部を可視化し、ミキシングやプロセス
の完了を判断します

反応器へトレーサを注入した際の、3次元立体画像表示

See inside your process

見えない流れや動きが視える！！
攪拌技術の開発

品質の向上

生産性の向上

省エネルギー

サイクルタイムの短縮

算出の俗化

輸送システムの最適化

省エネルギー

品質の向上

省エネルギー

本カタログの記載内容は改善のため予告なく変更する場合があります。

パイプライン内の流動状況のモニタリング

■解析例

[晶析プロセス]

溶解完了 晶析開始

エタノール温度傾斜中のパラセタモールの分解と再結晶を観測

センサ：ERT / ECT
温度：250℃
圧力：20バール
化学反応物質
温度を一定に保ち減圧
赤色から青色変化は
プロセスの終了を表します。

[ナイロンの重合プロセス]

開始 ２時間後

用途例

反応プロセスのモニタリング

攪拌プロセスのモニタリング 輸送プロセスのモニタリング

分離プロセスのモニタリング

・液－液／固－液／気－液
・連続／バッチ／セミバッチ

・液体サイクロン
・ろ過

・スラリー輸送
・3相流（水、油、気）
・スラグ流
・気泡流

・結晶化
・沈殿
・濃縮
・加水分解
・重合

業種別用途と効果

製薬 日用品 石油化学 原子力 メリット

攪拌プロセス

医薬品開発

インライン・攪拌層

均一性の確認

ミキシング時間の最適化

材料ミキシング

充填プロセス

レオロジー
流動層 廃棄処理

プロセスの可視化

プロセス開発

プロセスの最適化

品質改良

CFD検証

終了点の確認

輸送プロセス 二相流

インラインの可視化

気相検出

スラリー

エマルション

混相流

流体輸送

流動様式

スラリー

二相流

界面検出

分離プロセス 液体サイクロンによる分級 油－水 界面検出

反応プロセス
晶析

核生成
重合
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安価かつ高い設置性により、プロセス・トモグラフィーは様々なシーンで利用可能です。
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See inside your process
測定方式

ERT(Electric Resistance Tomography)
伝導率をパラメーターとしており、電気伝導度を有する物質のほとんどに適用できます。１断面は１６の電極センサーで
構成されています。最大８断面の積層が可能で、３次元計測が可能です。
また、電極が１列に並んだリニアセンサーも開発されており、容器の縦断面の計測が可能です。

測定原理

容器の外周上に等間隔に取り付けた電極のうち、隣り合う2つの電極をペアにして電流を流します。
残りの電極のうち、隣り合う2つの電極をペアにして電圧をリアルタイムスキャンします。
電流を流す2つの電極、電圧をスキャンする2つの電極の位置を一つずつずらしながら、外周を１周させることで、
1断面につき約100回の電圧測定を行うことで、2次元の断面を描くためのデータが得られます。得られたデータを元に､
断面全体の電気抵抗率の空間分布を計算し､断層画像として表示します。
Ｐ2+の場合、１周に要する時間はわずか約0.04秒で、刻々と変化する内部の状態をリアルタイムで画像化してとらえる
ことができます。

センサの種類

パイプラインセンサ パイプラインセンサ

リニアセンサ容器センサ

本体
p2+またはz8000

PC
（Windows)

トモグラフィー
ソフトウエア

センサ
カスタマイズ可能

プロセス

ソフトウェア

分布センサの測定結果を統合し、プロセスの状態を解析します。

プロセス・トモグラフィーの特長

プロセス・トモグラフィーは、空間全体のデータを提供し、均一性、流れ特性、不連続相の分離等の
物質的変化や、反応の経過等の化学的変化をとらえることに適しています。

3次元表示（8断面情報を統合解析）

１断面のリアルタイム表示

本体

Model p2+ Model z8000

See inside your process

フレキシブルなソフトウェアにより、様々なグラフの表示や画像化が可能です。

円形センサ リニアセンサ チャンネルセンサ デュアルプローブ

In

Out
電流 電圧

データを元に画像化

容器内の平均個体率
の変化

ピクセル標準偏差
の変化

ピックアップポイントの
時系列トラッキング

電極間電圧 断面ゾーン分け例 ゾーン別平均の
時系列グラフ

トモグラムで瞬時の
固体分布を表示

縦軸方向の伝導率
プロファイル

特定ポイントの
ピックアップ

抵抗率の面平均の
時系列

機器構成

パイプライン断面のリアルタイム表示

P2+ z8000
最大計測断面数 ＜8断面 ＜2断面

最大速度 25フレーム/秒 1000フレーム/秒

ご用途に合った機種をお選び下さい。

センサは既存の設備に合わせてカスタマイズが可能です。


